
  FRA-SA2024-RE05-09 

- 1 - 

令和 5（2023）年度 資源評価調査報告書（新規拡大種） 

 

種名 アイゴ 対象水域 瀬戸内海東部 

担当機関名 

水産研究・教育機構 水産資源研

究所 社会・生態系システム部、

岡山県農林水産総合センター水

産研究所、香川県水産試験場、徳

島県立農林水産総合技術支援セ

ンター水産研究課 

 協力機関名  

 

1．調査の概要 

 岡山県、香川県、徳島県の主要漁協のうち、漁獲統計情報にアイゴの記録がある漁協

（岡山県：3漁協、香川県：備讃瀬戸1漁協、播磨灘3漁協、徳島県：播磨灘1漁協、紀伊

水道1漁協、紀伊水道外1漁協）において、アイゴの年別漁獲量（岡山県：2020～2022年、

香川県：2002～2022年、徳島県：2003～2022年）を集計した。また、主要漁協への聞き

取り等により水揚げ地区別の漁場、漁期、出漁隻数等に関する情報を収集した。これら

の情報をもとに、直近20年間（2003～2022年）の漁獲努力量当たり漁獲量（以下、CPUE

と記載）が得られている香川県、徳島県のCPUEを本種の資源量指標値として資源の水

準・動向の判断を行った。 

 

2．漁業の概要 

さまざまなアイゴ類が漁獲されている沖縄県を除くと、アイゴSiganus fuscescensは瀬

戸内海東部における備讃瀬戸、播磨灘から紀伊水道にかけて、岡山県、香川県、徳島県

で鮮魚および干物加工品として地場消費されている（山本ほか 2020a、b）。岡山県の備

讃瀬戸および播磨灘の標本漁協では主に小型定置網漁業、刺網漁業で漁獲され、備讃瀬

戸では初夏～夏季に、播磨灘では秋季に漁獲量が多い傾向がある（岡山県調べ）。香川

県も備讃瀬戸および播磨灘の標本漁協で水揚げがあり、いずれも小型定置網で漁獲され

る（香川県調べ）。徳島県では播磨灘南部および紀伊水道の標本漁協で小型定置網によ

る漁獲があり、紀伊水道外の標本漁協では大型定置網による漁獲がある（徳島県調べ）。

播磨灘南部では夏～秋季に、紀伊水道では秋～冬季に漁獲量が多くなる傾向がある。た

だし、徳島県紀伊水道の標本漁協では2020年以降はアイゴが売れなくなったため、水揚

げが無くなった（図1）。 

 

3．生物学的特性 

山本ほか（2020a、b）等に基づき、以下を記載した。 

(1)  分布・回遊：本海域では 1～3 月には漁獲されず、4 月に徳島県で成魚が漁獲され

始める。その後、6～8月にかけて播磨灘の岡山県、香川県海域を含め広域に漁獲さ

れる。9 月には標準体長 100 mm 前後の新規加入群が香川県海域で出現する一方、

成魚は徳島県海域で漁獲される。新規加入群は播磨灘で成長し、海水温の低下と共
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に播磨灘から太平洋へ移動し、12 月に新規加入群と成魚が徳島県海域で漁獲され

る。 

(2)  年齢・成長：極限体長は雌の方が大きく、雌雄の最高年齢はそれぞれ 8歳と 4 歳が

確認されている。成長に雌雄差は認められない。満年齢時の標準体長を成長式から

求めると 1 歳 169 mm、2 歳 206 mm、3 歳 227 mm、4 歳 239 mm であり、2 歳まで

の成長が速い。 

(3)  成熟・産卵：雌雄ともに標準体長が 200 mm 弱に達すると成熟を始める。6月中旬

から 7月にかけて成熟期となり、7月下旬より退行期に移行する個体が出てくるこ

とから、産卵期は 6 月中旬から 7 月を中心に 6～8 月と考えられる。香川県・岡山

県の播磨灘海域では産卵期に成熟魚、9 月に標準体長 100 mm 程度の当歳魚が漁獲

されることから、産卵場となっている可能性が高い。 

続いて、野田ほか（2011）等に基づき、以下を記載した。 

(4)  被捕食関係：成魚は夏季には大型褐藻類に加えて小型の紅藻類、緑藻類および浮遊

性動物プランクトン等を摂食する。大型褐藻類が成育し始める秋季になると、胃内

容物に占める大型褐藻類の割合が増加する。夏季・秋季ともに海藻類が胃内容物の

70%以上を占めるが、固着性小型動物類等も摂食する。そのため、1 年を通して雑食

性である。 

 

4．資源状態 

瀬戸内海東部（岡山県・香川県・徳島県）の主要漁協における漁獲情報のうち、2003

年から現在までの時系列データが得られている香川県播磨灘、徳島県播磨灘、徳島県紀

伊水道外のCPUEを本種の資源量指標値とした（図2、表1）。各地区において直近20年間

（2003～2022年）のそれぞれの資源量指標値の最大値・最小値の間を3等分し、低位・

中位・高位の水準の境界を定義した。まず香川県播磨灘では、2022年の0.005（kg/隻日）

は高位に区分され、直近5年間（2018～2022年）の資源量指標値の推移から資源の動向

は増加と判断された（図2）。次に徳島県では、播磨灘南部における2022年の6.71（kg/隻

日）は中位に区分され、紀伊水道外における2022年の11.65（kg/隻日）は低位に区分され

た。直近5年間（2018～2022年）の資源量指標値の推移から、播磨灘南部の資源の動向

は増加、紀伊水道外は横ばいと判断され（図2）、紀伊水道から北部で増加傾向にあるこ

とが推察される。また、2011年には徳島県南部（紀伊水道～紀伊水道外）において本種

当歳魚の大量発生が報告されており（和田・棚田 2012）、その傾向は紀伊水道外のみな

らず、播磨灘南部の資源量指標値にも反映されていた。これらの資源動向は、本種が食

害魚として影響する同海域の海藻養殖および天然藻場における食害増加とも一致して

いる（棚田・中西 2013、棚田ほか 2019、吉見 2023）。 

 

5．その他 

 漁獲量データが得られるのが一部の小型定置網に限定されている上に、アイゴの消費

が減ることで水揚げがなくなる漁協も出てきたことから、データの種類やその収集方法

について引き続き検討が必要である。 
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図 1．瀬戸内海東部における主要漁協のアイゴ漁獲量合計値（地区別） 
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図 2．香川県播磨灘（上図）・徳島県播磨灘（中図）・徳島県紀伊水道外（下図）地区の CPUE

（kg/隻日）の推移（2003～2022 年） 

水準・動向を判断する資源量指標値であり、過去 20 年間（2003～2022 年）における

最大値（上図：0.007、中図：12.1、下図：40.5）と最小値（上図：0.000、中図：1.1、

下図：2.1）との間を 3 等分し、高位・中位・低位を区分。 
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表 1. 香川県播磨灘・徳島県播磨灘・紀伊水道外地区の主要漁協におけるアイゴ CPUE

（kg/隻日）集計値（2003～2022 年） 

 

 

 

（kg/隻・日）

2003 2004 2005 2006 2007

香川県 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

徳島県（播磨灘） 1.32 6.21 1.15 0.90 6.66

徳島県（紀伊水道外） 9.67 7.49 2.10 40.53 4.14

2008 2009 2010 2011 2012

香川県 0.000 0.000 0.001 0.007 0.000

徳島県（播磨灘） 1.49 4.85 3.20 12.12 9.56

徳島県（紀伊水道外） 2.15 2.30 3.61 20.16 11.38

2013 2014 2015 2016 2017

香川県 0.000 0.000 0.000 0.000 0.006

徳島県（播磨灘） 3.46 4.10 3.99 4.49 6.48

徳島県（紀伊水道外） 10.40 17.99 7.59 12.71 21.26

2018 2019 2020 2021 2022

香川県 0.001 0.000 0.001 0.005 0.005

徳島県（播磨灘） 3.32 5.28 6.29 1.50 6.71

徳島県（紀伊水道外） 6.62 16.00 17.59 15.18 11.65


